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浦上キリシタン流配碑建立 100周年記念事業のご案内 

今から約 160 年前、はるか遠い長崎浦上村から約 3400 人の信徒が西日本各地に総流配されるという事件が

起こりました。このうち、86 人が郡山藩へ流配されました。この事件は幕末から維新期にかけて起こった日

本の宗教史上特筆すべき事件でした。現在、教会境内に建つ流配碑は 1926 年ヴィリオン神父によって雲幻寺

（現、良玄禅寺）に建立された墓碑に起源を持つもので、今年で 100 周年となります。 

この碑には多くの人々の思いが込められていると共に、人間の基本的人権の一つである「信教の自由」を

知る上において欠かすことのできないものです。 

そしてこの流配碑は教会の財（たから）、信仰の拠り所、地域の貴重な歴史的文化財です。私たちは、この

流配碑を守り、その意義を広く多くの人に伝え、未来へ引き渡していきたいと思います。 

皆さんのご協力・ご参加よろしくお願いします。 

 

 


